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はじめに

• 安全で適正な輸血療法の実施には、輸血療
法と血液製剤適正使用に関して、医師および
看護師の理解と協力が欠かせない。

• 宮城県合同輸血療法委員会では、平成24年

度より、輸血をオーダーする医師を対象とし
て、輸血に関する2つの「指針」に関する知識

がどの程度浸透しているのか、紙面による周
知度調査を開始した（各施設内科系2名、外
科系2名）。

• 平成25年度より、看護師にも対象を拡大した
（各施設内科系2名、外科系2名）。



• 平成24〜26年の調査で、どの年代の医師でも周

知度の結果は変わらず、医学生・研修医時代に
得た知識が、ずっとアップデートされずにいるこ
とが判明。

• 平成27年度より、医師は初期研修医全員を対象
とし、看護師も卒後1-2年目優先として回答を依

頼し、周知度調査自体によって知識の不足部分
が補填されることを目指してきた。

• 令和2年度より、Webアンケートフォームを一部

導入し、問題なく実施できたことから、今年度は
全面的に電子化を実施した。その結果を報告す
る。



目 的

• 初期研修医及び看護師における、「輸血療法の実施

に関する指針」および「血液製剤の使用指針」を中心

とした輸血療法の知識の周知度を把握し、安全な輸

血療法および血液製剤適正使用の意識を高める。

• 今年度より、完全にWebに移行して実施しており、回

答時に正答と解説が表示されることで、よりタイム

リーに、誤った知識についてのアップデートを図る。



方 法

• 令和2年度赤血球供給1000単位以上の23施

設に在籍する初期研修医と看護師を対象とし
た。

–研修医:1年目及び2年目全員

–看護師:輸血を実施する部署の1〜2年目優先

（今年度より回答人数の指定なし）

• 各施設には、上記の研修医・看護師に、周知
度調査に飛ぶQRコード付きの依頼文書を配布
し、調査への参加を促していただいた。



輸血について、あなたはどのくらい知っていますか？

オリエンテーションで説明があった、
プリセプターの先輩から聞いた、

実際に患者さんに輸血を投与したことがある、
という方もいるでしょう。

でも、想像してみてください。
もし誰かに輸血のことを聞かれたら、自信を持って答えられるでしょうか？

看護師さんは患者さんの一番近くで、
安全な輸血医療を行うのに大切な存在です。

1年目のあなたに、輸血について正しい知識を持っているかを、
輸血に関するクイズを通して確認してもらえたらと思い、

宮城県合同輸血療法委員会で今回企画しました。

下のQRコードを読み込むと、画面が開きます。
輸血のいろいろな分野から、○×形式で32問、
とりあえず一通り回答して、送信したら、

すぐに解答解説を確認できます。

令和4年1月12日までですので、
ぜひやってみてください。

クイズの感想もよかったら教えてください。
☆☆☆

QRコード



結 果

• 回答者

研修医 14/23施設、51名 昨年は紙面回答：132名 Web回答：23名

看護師 18/23施設、159名
昨年は紙面回答：59名 Web回答：26名

• 経験年数

研修医 1年目26名、2年目25名

看護師 1年目76名、2年目59名、3年目以降24名

• 平均点

研修医 67.5点（43〜88点） 昨年69点（34〜97点）

看護師 60.4点（33〜100点） 昨年67点（44〜100点）



医療機関名 人数 医療機関名 人数

仙台医療センター 16名 みやぎ県南中核病院 2名

仙台市立病院 8名 石巻赤十字病院 2名

東北大学病院 5名 坂総合病院 2名

仙台赤十字病院 3名 総合南東北病院 1名

仙台オープン病院 3名 東北医科薬科大学病院 1名

仙台徳洲会病院 3名 東北労災病院 1名

大崎市民病院 3名 栗原中央病院 1名

研修医の回答があった医療機関



研修医対象の周知度調査より
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研修医へのアンケート

6.3％

わずかずつだが、認知されつつある



看護師対象の周知度調査より
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看護師へのアンケート



周知度調査まとめ

• 正答率の動向は、下記を除き大きな変化は見ら
れなかった。

• 研修医の正答率を昨年度と今年度で比較すると、
「FFP融解後に冷蔵保管で24時間使用可」（ 2018
年9月より）は58.1⇨64.7％、「赤血球液を保冷庫
から出して1時間以内は転用可」（2020年3月より）
は、32.3⇨50.1％と周知が進みつつある。

• しかし、卒後1-2年目を中心とした看護師の正答
率は、FFP融解後の期限に関して36％、RBCの1時
間ルールに関して30％であり、まだ周知は行き届
いていない。



周知度調査まとめ

• B型肝炎、C型肝炎、HIVの輸血後感染症は以前大き

な問題であったが、高感度の個別検査が全ての献血
者に導入され、安全性が極めて高まったことから、全
輸血患者への輸血後感染症検査は推奨されなくなっ
た。

• 上記に関して、看護師の正答率は25％にとどまって
おり、施設ごとの対応に差がある可能性もあるが、
2014年以降の輸血後B型肝炎発症は0.7例/年、C型
肝炎とHIVの発症はないことについての正答率が
39％であったことから、検査による安全性の向上が
十分知られていないと考えられる。



周知度調査まとめ

• 平成30年度より医学部コア・カリキュラムが改定さ

れたことで、輸血の講義内容が変化し、研修医の
輸血知識の向上が今年度から出てくるかと思われ
たが、FFPとRBCの使用期限以外、特に変化は見ら
れなかった。

• コロナ禍により、集合型研修は開催が難しくなって
いるが、この周知度調査自体が、研修医、看護師
への周知効果を持つと考えられる。

• 今回の結果を踏まえ、周知の進んでいない輸血知
識に関してより重点的に、各施設でのオリエンテー
ションや指導等に生かしていただきたい。



結 語

• 初期研修医及び看護師に対する周知度調査を
継続することにより、周知の不十分な事項が、以
前と比較しどの程度周知が進んだかを把握でき
る。

• 周知度調査が、輸血情報アップデートの一助と
なり、安全・適正な輸血療法がさらに浸透するよ
う努めていきたい。

• 看護師に関しては、輸血教育を担い、安全な輸
血に貢献できる「学会認定・臨床輸血看護師」の
育成を、今後もサポートしていく。



ご視聴ありがとうございました



令和2年度の研修医へのアンケート結
果

実際輸血をオーダーするようになってみて、もっと説明が
あればよかったと思う内容は？

• オーダーまでの流れ（フローチャート等）

• 院内でのオーダー法

• 救急外来、手術室、病棟など現場に即した使い方
の解説

• クロスマッチ用の採血について

• 交差適合試験について

• 輸血時必要な検査とかかる時間について

• 適応外使用の例

• 輸血（ＲＢＣ）にラインをつなぐ際注意する点（点滴
台につるしたまま交換しないなど）

• 同意書取得時の説明の注意点



実際輸血をオーダーするようになってみて、もっと説明が
あればよかったと思う内容（続き）

• それぞれの製剤が何単位からオーダー可能か
知らなかった

• オーダー方法しか説明がなかったので、輸血全
体について説明があってもよかった

• テスト患者を使って、実際にオーダーの練習を
しっかりできればよかった

• まだ輸血をオーダーしたことがない


